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今後の土壌 調査 ｝特に士牲の判定について

山中 金 次 郎 （潜 支研化）

≡，例 えば最近に㌣了′与っれに技術会読の畑土壌浦安 の内容を見る

∫ 揃ゝ わヱ・lぺ 脊に調査 乙こ簿 して少た くとも脾式的に．汀七L て送料 ノに 内勒 こう7′・ゝ ゝ

．こっれ ェい 点に つ 、ゝ′、「＿浄 ヒ物 足 ；つて∫い感 じこ之群←た・・こ仁巾

丈ヒj去 の 二号襲の 三 え方に ついて も、 鴨下野士が過去叫 対立 L・7こ‘ものか ら殆

んど粁 でJ、た い．∫う、 或はタ咽 乃軽妙 ）程空包1 圭エていない と思わ れ㌔ ．、
一

掃れにしても白海の 土壌調査 の考え方キ媛術ほ外国虹教えら．壬1耳来た ものである．か ち、
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を無視 して進んでゆ く可 きであると云 弓讃諭は勿論成立 、L ない L 、文凡そ±壌

を異にす る外野の方法の如 こ依存す る寄も 同じぐ抒荘 でき耽モノも

0 ＝ g in a l な発展 iこある以上、探索的な過熱 こ黙 即 暇 虻対 L。て外

昌プチの説の防壁 にす るのほ凡そ 見識のたい行霊ちと吉如 よぐ〔ほた ［フ

こし′ろ三こ沖 こ漣 の範 或 あ りとさ れた熟 まこれ これ であ ろが．， 百分 £親木約に緯

るエ云 う澄エー・方 こそ研 究 者 の存 在囁 値を韓 証 す る も の 七云 シ 、こきで こぎ〕ろ う

に思われ な

こぎ と ㌍ ） ルで 申 く方 法を三郎 Lびつ方法；こも 観 点 に滞 や，てい ろよ

土卦 二功物 や鴇栃 の様な謹静態的なものでフニこく、

たく、 又今 ま、・さ行 わ れ て詫 丁 ら考 え て、．生 物 と同じ

でぎ ろ も ガ

分類体 系を作

て行こうとす る池 ワ榊 如こ無想があ 弓ユ

土頒詐取 訂二蛋歩て′するた 治まこほ先ず調査 の個人誤差ほア£くす韓に研発 た基準酎 乍ろ専 と

り有 ．称 こする に 把フの新 し い調 査芋ほ

）土 轄乙′つ 判 定

のトトで 鹿 ヰニ

麗質他 まそ れが 寸

（ b

叩きで あ ろ

（ 七e ェ亡もユ王＝e ） に半宅荘 婚 ′ろ う。、土性

′‾ミて〝〕二土壌の性鑑 につ恕 てる如 こ於 て桑も基未E招であ も 特 棚 土壌

し・で 多・少 とも乾焦 し、鮮 ＝多少 とも濁活 しで ′、るウニニ軸 二現士抑 主軌道胡 如

もも

この間屈 の 耶 夫を舷外 祝 していた の でキ

つごつ

1ゝ 1

旺は進歩もな く、従て正 しいタラ憾i等 に迭克

他の現地 の三i柑 こは未 だ指の感触が用い ちれてい るが∴ れが正 しい粒径分析掛 こ連

て紋解され馴 、限 り凡そ猥拠の加 tものとた r〕正 」い C 主a s 3 工Ia 汀te を与 える審をミ

托しb 従って 分析法の敏 一が間接には土壌調査 の鍵 ほ う・藩に；まる（

肥鞭茸専横 でほ全筒の水 田土敷 こアソモニア分散 態行 い終演足な続落 を得て末で J、る

一ぁる慈頒 一一主 とし て下層

丸てい ろ0

わづ

たる と色 一－ぞな穣 撰 ひ二∫火 山性 土 勧 ミそ の大 部 分 恕 占 め・てい るた め に ア ソニモニ ア

ソ丁ダ掛 リアノレか 】分散 ほ不満足な場 合が少花・ミ加 、卦 こ7去ろ 弓凸

タ燐酸 ソーーダの分散効果ほ沖積土壌かこ於てもアルか j

に渡 り、 火山灰土壌及び海辺干拓地土壌忙対 してほ遥か に優れてい る寒が認 掛 られて
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いる〔 然 し乍 わこの分散糾 すぺての火しL灰 土掛 功 して滞 足す可きものか どうかにほ未

だ範粒 兼締 との分野が硬されていろと考え礼

抑 紳 によろ判鮎 粒径分析との関知 火山灰腰 脚 の姻 虻瑞 、てすでに鮒 ；

っいていろとも考えられろn 元来土性の如 の C l a ss  n a m e ほ大き如蛸してい

ろか咽 えば S iC L ，S i㍉ L ，S L ，の系列であ硝 度の径断 つんだ人にとつて判定

を誤つにとしたところで一階級であつて二階脚 遵婚 ほが あるまいと触 れる巾

ところでシ咄⊥欣 土壌となると指の粥 と分締 果で併 規則た くい卦 が現れ包

掃 離 軋 産雛 地、八肘 台地 横筋 御 何れも下層のロームにほかなりのずれ

が詔的 れている 鳩 し表出 は抑 もズレほたい）現地の轡郡 S i レ L でか ぜい

s t胡 ろがメタ卿 ソーダ分雛 節 分折からほS し L S と云う掛 、成敵 将 られち 壬

之ほ精根 ろ籾 ま非仙 壮 士断 つしての謬識紘 としてい硝 と国際掛こ依る前払 ≡

酎甚だ掛 、槻締約升砕処理鵬 程している割 こ猥如 原因があり、伽 て之等の鮮果が

すぐメタ併 幣 ソー ダ分散 の不漸 生態 指 示 す ろもので はな しも

一方メ〆燐酸 ソー ダ分 散の場合ほ沈 民中の懸浄液の鯛 現 如 認 められず各 fr a ct io n

の紳 鵬 1 0 0 に・な り分析郎 如 満足に行われた事を示してい私

滞 富士艶 卿 ことれば下層一約 1・2” 1・5－n 嘘 沼土と卯 れる靴 した辞石層の厚

即榔 、この腐朽境 涯ほ夫々が指の圧力で辛うじてつぶれ諸 度で あり、表層ほこれ

と同時期或ほその後 の降殉こ依る輝 層であるか らその風化鳴 渡妨 差なく取 払 礫

力咄 鯛 形 を保韓 しで埠筒 してい る寒が注意深 い調査者に ほ充分断面で観察で きろ巾

掛 こ述べた様に他 の火山灰土壌で分散間領 分油 こるのほいつも腐租に乏しい‾礪 土であ

㌔ 表層の腐掛 こ富む土鞄まそれ硝 く郷 の堆積物でたいかぎり5－ 1 5 ％軽度の

c l a y  rく 2＃〕を含むのが普通であり、これ蛸して下郎ま1％以下の場合すら少

くたいのであろ凸 この結果は 分析の際 の 浣分散 Uが不充 分であ つ に と云 う印象 を一敗に

与 えてい ろ様であ も

其旺分散が不完全なのか成ほC l a y が殆ん ど含まれ勺 、な い升 析結果が正 しいか旺つ

いてほいろいろ場 末 的な点の誤解が含帥 ′¶ 、ろと考 えち

表層 【肺 層） の土壌が下層のローム層土壌 よりずつ と風化、分解が進んでい る乳 換

晋すれば粘封 ヒが進んでいろ都 自明た事で何等不忠熟 拙 く、小山正恵授官のつくつた

数多 くの薄 片プ レメ ラー ＝こ依つて表 層土 の分散的であ る虻比して下層土ほ粒子の原形が

鮮明に弔辞t その未風化状況が朋 掛 こ視聴され る〔
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解決を要す る事ほむ しろ何故忙不完全忙 しか風化 してい たい下層 土が嘩 に依つて

な感触 を与 え るか に あ り、 文こ れ が どの横た 実 際 の意 義 を持 つ か の 点をこ存 し よ ぅ凸

分析紅於ける け分散 ロとほ一にん全 く離れて孤児 となつた粒子が二郎 如こ凝集 した

子の集合体を個 々の粒子ぎこ引 きほな してこれを懸嘩状 虻練っ事であ 礼 ＝次的の凝

はその大部分が毛管圧に依 るものであつて分刊 問凝集力は極 めて小 さくT ヒr Z a g b i

ればせいぜい 2

る

し、

な

ロg ／ C 汀12 に過 ぎ た し㍉

り強 く塀漁すれば、 この様 に弱

c h a i n は切れて充分な升故が行われる可 きである〈 この粘土 の性質が務 の

のガ レを防い で い るので あ ち， この概 念 ほ 粒径 分析 の基本 とな るも ので あ り、

の岩石 伸 こ水成岩） に由来す る運穣土壌でほ一掛 こ充 分活用され得 るものであ礼

麓日本で畑地旺利用されてい ろ火山灰 土壌ほ何れ も所期 の堆積 物であ り、殆ん ど未風

ものか ら耐 鞄勺た風化状静 っもの が包含される。

鮮た境川堆辟物の各粒子 （凪 砂礫等 ）ほ冷却 の瞭分子間凝集力に依て それ自体 国務

かた り大 きな耐圧力を綺つが，風化 が進む と分子間力 は弱い C h a i n の部分で滅 弱さ

遂に事で砕け る雑忙な り、 更に長野県 の味噌土の棟 に固有の形状を失 う様 に迄腐朽す

これ等の土壌物質に対 してほ前身こ述べた粒揮分析の基礎概念ほそ のまま適用で きた い

叉如何耽 る処像法 もすべての火山灰二日襲に満足な結果を与 える管がない のほ誰 にも理

る寄と思 う巾 座沼土の様な風化 の不完 全な火山砂礫 ほ水中の蹟漁でほ殆ん ど崩壊 し

叉撰漁時牌を増 していつ ても殆ん ど効果が托 しゝ 然 し乍 らこれ智得で寮砕すれは、

㌢駕亡

者る墟皮粉末化 し、若干の粘土的な感触智与 える様 にな るが其の粘 土とほ 明瞭に異ってい

R o b i n s o n （1 9 5 5） は この点 を考慮して火U」浮石質土壌の摩砕効果を筆致 し芯

も同様た実験を綴 り返 し、磨砕智強圧 に行っても楓砂 ほ当然減ず るが粘土含量の増加

かである点で一致 した結束 を得 てい 私 叉風化 の進んだ火山灰土壌の あろものほ粗砂

んどないにめに 、砂め多 い沖積土に比 してより粘 土的な感触 を与 える し、叉腐植ほ適

いに粘性を演ず も

縫J

の粘性的な特性 から考えれば充 分に風化 L た火山灰土壌です ら明か に粘土的でほた

分に辣塗した試料につ いても凝集性、粘着性、可塑性共にかな り繋ルも 然 し乍 ら風

は非常に多い し、又 8 0 0 ℃迄の脱水分もベン トナイ ト以上である巾 又燐酸吸収力

緒に大 きく置換容量等の化学性 も C－1 a y に近 しゝ ここFこ火山灰 土壌の特質があ り開

齢；派生す も火し1j灰土壌の 場合ほ分子間力で造辞 されに喧 々の大 きさの C｛モ1 1 の内部
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旺含まれろ特殊な場合 と解釈されエう（ 酢 土、丸 ⊥僻 石二鱒 ほ多量の水を胡 的 に含み

後者ほ ‖水土 －・とち呼飾 ろ〔 分子加 那 珂紆ほ風化虻伐つて次 洲こ弱めちれ乍らも尚

それに依つて火山灰土壌の 個 々の粒子をかた りの離 緊縛 していろ寄が これ等土盛 に特異

な性格を与 えていろ宰 ほ疑た き寄 と考え ㌔

火山灰土 蓼 つ吸収餞が全 く特殊な機構旺依 ろであろ 摘 ま今後の研究に依 て次 升に明か

旺され ろと信ず るが、次 m これに関す る有力た 驚料 榊 奈川県 岡本 技師） として神奈 J順

相模原台地 に堆積す ろ宝永火山砂 原 土）の一例を示す事 とす ろq

この試料 ま約 5 0 ロ年前 の降灰であつて下層土は殆 んど未風化 であつて非常に多孔質で

ぁろ〔 ・牌 吸収係数 全炭素

升 1 層 （作土） 1 8 口□ 1 0・5 1

升 2 層 r豆土） 2 2 2 0 1 1・1 8

上の療異に依れは吸収された燐酸ほ多孔質体に依る楓

塩基置換容量

4 □．5 2

4 占．7 2

或ほ沈積 とも考 えられ塩基置

換容蟄ま大部 分異常に壌横 しに麻植旺依ろ ものであろ ㌔

風化が進む と掛 こ下層土ほ弱酎 こ溶解す る多量 の滴性のアル ミナを有す る様にた ㌔ こ

のアル ミナの活性を利 用して弱酸で分散 す る試みが R o b i n s o n 以来訴ぇ られてい るが、

土壌の瞳醸に依 り一定の傾向が得 られてい別 人 文弱塩酸 舶 N ）で アル ミナ専 管除去す

る処漁法ほ始めR o b i n s o n （1 9 5 5 ） が数穣の火山灰土壌 に執 、たが、予報的な もので

あり港沐省応用研究 （ 1 9 5 7 ） の縫取で ほ s o l u t i o n l o s s が 1 0 ％近 く存在す る

ものがあ り、 この方 法が t【分散 t！で た く明か に 吋分 触 勺 ¶なも ので あ る と考 え られ 丁も

土壌調査 班巧守いて土壌問の関係を理解す ろたゆにほすべての土壌に対す る一撞醸の処理

方法が先決的に必要である寄ほ云 う迄も たい 事であ り、異 ろ処理方掛 こ依る分析結果丈の

比較からほ何等 の理解も得 られ 稚いで有ろ 弓寄 を重ねて注意 しにしも

2 ） 粘 着 力 の 測 茸

土色の明度 がある系内の土壌 の炭 素含急に定量的た関系が認 め られ 、土壌区分 の補 助的

花井準に迄採用されたカ；（直島 台地）粘着力 の測定が正確 に行わ れた場 合には理論上 これ

が土性の判定法旺最 も有力 な事ホ明 らかで あ ち 数毯の 2〆 以下 の C l a y  f r a c t i O n

と砂 との混合実験に依れば、粘着力 は粘土含意町 正確に比例 してが 力の絶対 量ほ粘土 の毯

額に依て必ず しも同一でほたし㍉

あ ろ地域 内の調査 を行 弓前 に代表的な土壌の粒径 分析を行つてお く寄 ほ必要 な通例 であ

ろが、この際 m 粘着力 と土性 との特性的た関係 をしケミてお けは現地忙於け ろ粘着力 の部

懲ま土性判冠 の才将 に正確な 壌料 智与える と考えち この方法 の発 熱 まとれが 直接土性の

半荘 に紡び付 き従尭の指旺依 ろ技芸的な学匠 法が消去される・専有期 待 したしも

但 し筆者 の発頭考案 しにも のほ現地 でほ硝焙祥 で必ず しも実用的 で稚いか も知れないしI

文改 良の余地が少な くたいと考 え㌔
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